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東京の学校事務職員と教員がそれぞれの立

場から「学校のお金」のことを話しあった座

談会。先生たちも「こうしたい！」と思って

いることがたくさん。学校づくりの一歩を踏

み出そう！

各地の状況を知ることで見えてくる課題が

あります。申請や認定、給付内容・金額等、

同じ制度にもかかわらず自治体によって‘格

差’があります。実態を知って私たち学校事

務職員の役割をもう一度考えて見ましょう。

退職後、自転車で１００校近い学校を回り、

教育談義をおこなっている元学校事務職員が、

今まで出会った子どもたち、仲間、そして学

校のことを話してくれています。

「冬の集会in奈良」で行われた、堺市、福

島県、横浜市のとりくみが報告されています。
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